
農具等の名称に関して

川原嘉久治

1 はじめに

集落遺跡等に出土する遺物類は、それが置かれた時代の真実の姿を伝えている。故に遺物に冠

する名称には、その性格 ・時代性に適切な表現が望まれるもので、時代に適応する名称は慎重に

配慮されるべきであろう。

新保遺跡出土資料の整理にかかわった筆者は、この遺跡出土の木製品についての名称付与に関

心を深くしていたが、日本における農具類の名称・用語が中国最初の字典 『説文解字』に示され

る解釈を基礎としており、それに本来は和名として定着していた名称を適合させたことにより音

訓混同の傾向が強く見られるようになっている。このことが用語上における思想対比をしてみる

べきではないかという感を強く抱くようにいたった主な理由である。

遺物類は、当該年代を正確に証明する有力なものであるが、その名称もまた時代適応の呼称で

なければならない。たとえ一点の木製品と雖も時代不相応な呼称用語で表わされることは、歴史

解明の追求手段の一部を忌避することにも繋がりかねないものと考えられる。

本稿は、そうした観点から、古代～近世における典籍史料を基に、農具等の名称のあり方につ

いて検討を行ったものである。

2 文献について

農具等の名称問題については、過去数多くの研究者が取組んでいる。すなわち考古学の側から

遺物の形態を質し、さらに発展させて名称をアプローチした論文や研究史も少なくないが、古典籍

を中心とする追求を試みた理由から、先達の業績である諸論文 ・研究史等については、後述の参

考文献以外は、本稿の脱稿時においては未見である。

息
第 1図漢の牛耕図

（山西平陸漢墓の画像石）

（天野元之助 「中国におけるスキの発達」［東方学報』第26冊・ 1956)

故に、考察に向け本稿に使用した

農具名称及び、そのほかの名称は、

日本 ・中国 ・韓国の漢字文化圏によ

る古典籍及びそのほかの史料によっ

たものである。

各史料により引き出した個有名義

は、それぞれに掲載されている同一

名称を中心として、さらに同義文字
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も含めた。これを史料の年代順に並べて表ー1を構成したが、表に載る名称文字の通読によって

も、農業と漢字文化に関わる長い歴程の節目の一部に触れる思いがする。

3 名称の継承と変化

名称の継承やその変化は、時代背景を中心とした思想的影響が少なくはない。この中で、紀元

前100~18世紀の史料をみるとき、未認 ・鋤 ・鍬・碓 ・杵・砧 ・箕など、器具の個有名称の元字に

殆ど変移は認められない。しかし呼称の発音表現については、日本と朝鮮半島においては特異な

変訛が窺える。日本の場合は、渡来の漢字に対して和名による充当や、国字の成立などによって

訓読みに変って呼称されつづけてきた。

一方、韓国など朝鮮半島においては、 15世紀中葉に国字とするハングル文字を成立させたこと
(]3) (15) 

を期にその呼称語韻も大きく変化した。これは 『東国正韻』及び 『訓硬字会』により、漢字発音
(18) 

から、ハングル語音への移行による変化が瞭然である。さらに17~18世紀成立の 『倭語類解』が

示すように、日本の訓読みが持ち込まれて、一漢字を三様に発音する傾向も表われてきた。『訓繋
(15) 

字会』所載の「碓ノ：ンし了」が『倭語類解』では「碓パ；ア喜からうす」に訓まれるのを始めとし、

「鋤土丑年デ ＜さとり」と訓まれるなどはその一例である。この鋤を：合とりとする遠因は、日

本における漢字伝来後の相誤関係によることが考えられる。

以下、表ー1にみる、鋤 ・鍬の因果関係及び、梯加介波志と梯子の名称問題点、砧岐沼以太 と揖

衣杵の疑問点等について、若干の考察を加えておきたい。

ー表 I- （順不同）

検索史料 農具名及びその他の名称
(l) 

刊中固(B・Cl6如） 未フィ。未ライ超シ。籟イワ。組シマ。ク穫ワク。括サ7。キ臼ュウ。杵ショ。箕キ。「淮 南

（「説文 解字j)中固(B• ClOO) 簾手耕曲木也・桔｝詳里切而也。];。ii。りg。杞。f'呑。i父。hi。i追。
一『康121煕字典」より一 ［ふ。；魯剌也、錐也。鋤。春―召。―祉。籍。昇。揺。貨。籍手椎也。

「韓131 非 子』中国(B・ClOO)未フィ。鉗ンョ（人名）。鉤コワア梯イ。

大陸文化伝米 (5世紀初頭）

日本最古の漢字 (5世紀後半）

仏教公伝 (5 3 8) 
(4 1 

『 日本書紀J日本 (72 0) 桔スキ（神名）。サ鋤ヒ（宝剣名）。 サ鉗ヒ。鑽スキ。ス鍬キ。許コ久ク波ワ（木コ鍬ク＇I）。硯'ズ鎧ウス（水

碓）。 梯ハシ。樹ハシ梯ダテ（使用例）。 渭クワ。

「萬{5)
葉 集j日本 （7 5 9) 布フ久ク思シ（夫フ君グ志シ）。 杵。

「千（61 禄字書』中国 (77 4) 紬（通）。 紐（正）。布（俗）。乍百J(正）。話（通）。 誰（正） ・又は籍（正）。

『皇17大1神宮儀式帳j日本 (8 0 4) 籍（神名）。 鋤。鍬。碓。1伍狐）。箕。
「新(8)撰字鏡」日本(90 0頃）鉗須支。 鋤須支。鑓須支。餓須支。錯須支。鐸須支。渇久波。鉗久波。紐錐

久波須支。叙加良須支。摯加良須支牛。オ叉左良比。付肘芍員。札豊加良宇須。届'.
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『延（91 喜

限•藤阿志加太（無歯） 。犀 ． 践阿志加太又木久豆（有歯）。梯成志。

砧加奈支支乃石。材甚加奈支支乃石。杵支祢。村t木乃末太。

式』日本 (9 2 7)1籠。籠。械。論凧．綸紬（祭祀用語）。じ。暮：力砿。ム臼。杵。¥[。

槌。翠籠。籠 絨。箕。
ooo 

『倭名類緊紗』日本 (9 3 7)1鋤須支。全爾須支。駿久波。 錐久波。臼宇須。碓加良宇須。硯須利宇数。校古

（和 名 抄） 須支。机エ布利。連枷加良佐手。杵贔与届。錢嘉奈悶久仁。箕美。櫂佐良比。

馬杷忠麻久盟。砧岐冶以太。砧搬沼以太。遜岐1召以太。履阿志太。梨眉讐百戸

須支。梯加介波志。揖衣杵都知。杖栢末太布里。

「伊[[U呂波字類抄』日本 (l l80) 1第。籍。籐又藷。贔和。力袷：ウ研：五。籍。召。力揺：ス籍＇：昇（み

恥 。ii宜。コh喜貨誓木鍬也。薦窮。 履。キ話：キ揺：キ蘊：ア籠。ク’履ノ脩：
ミ テッカ珊ヵケハシ カラスキヵラスキノサキ叶7グシイウ
箕。把。梯。未饂未錢。錢。優豆知和利。

r砂 こ神宮年中行事』日本 (1192)1手鍬。大足（鍬山伊賀利神事）。
Im 

『東国正韻』韓国 (1447)1未紹。籟。組。鋤。鍬。緊。躍。 穫。銀。春。臼。砧。翡。↑甚。

砥。杖。杷。黎。枷。枝。梯。届履。杵。槌。
°° |スキ ス ス ス ワ フカラスキコスキカラウスキネ ヌイタキヌイクカケハシ 7
『節 用 集』日本(15世紀末頃）未。籟。鉗。 鋤。鍬。擢。岱。 枚。碓。杵。砧。石甚。梯。土

グセ

堀子。

"]1115)要 字 會』韓国 (1 527) 1 笈~＇口扇□｀鋤：籍。紐。］i:羅。ア 1〖ヨ0'履：覧［。ぺ臼ア0'羅。”羅。咋ョ゜
ポトン ポトン ポレェサルプソホレパサルチョ キグ テウリデキヨ・ノチ
砧。オ甚。黎。 錘。杷。緊。箕。 梯。循。

「天iiiiエ開物』中国 (1637)1簗総。紹。紬。祗蒼。士。羅。中io。籍。胃 。雀。蘊。府。秤。

籍。立。紀。証 。賃応

『1萎In 語 類 解』朝鮮（17~18世紀）I未：ビロ百すき。錨立呈口戸すき。鋤土三ご号曰くさとり。な
ポノりプリからすき。束hllトリカ：ガいねうち。f欠力きレ：入ムこすき。碓

パ；ア：、・エ からうす。臼土十長奇二つきうす。砧タテ：ィト：チムきぬ

た。木槌舟召玉きぬたたき。杵チョ）Lレグコ ／i /ヨ きね 。 箕;—み 。

梯立＇）シェかけはし 。

直愴［三オ図会』日本 (1713)1第i詞贔嘉胃！頁支。砒骨呼且関闊万靡霞闘：認賢界万：畠言夕喜： 錘音華。

鍬音怜 。茎同。 銭同。制同、鐸、音体、 t欠木市 門、，、引歯杷・男
角（測治反）。 鋪同。和名久波、今云須木。 和名古須岐。束ノ杷杷和名宇麻

附記
イウ

こまさらえ ，とぶり からさお

年杷眉贋缶犀喜且畠主゚ 惰『襄喜h嬰巴匹尉塁詣；｛訊J＼眉袋叶喜和。連枷
枷・音駕。彿音弗。 から祉音対。和名すりうす音位。府音龍。砥音硼｀松。
梓•音学。 和名加良佐乎 。 加良宇須。 磋和名須利争数。俗唐磨。

耐合！、｀｀ス。音岱哀学須。i帽磨岐祢］揺犀如璧以庄鷹晶嘉太。

籍建闊襲誓呂り這言芦似。帽畠。］け噂闘喜讐ん
波志。あ忙音極．席。 和名阿志太。
i支足下の訓中略。俗云下踏（ゲタ）。

「淮南子』 束憂説文余註「摩田器布種後以此塁摩之使土開発虐復合図種也。」針慇括（大すき）。
スレ
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(2) フ， サ・， （3) 
（『説文解字』）彿（連枷 ·からさお）。棺（校 •こすき ）。 『韓非子」鉤梯（鍵の付いた縄のはし

ガイ

ご）。 『日本書紀』鋤（鉄を表現）。i展礎(~展 ・米 を掲く。硝 ・麦 をひく）。 『倭名類緊紗』鋪 ．黎
クワ クワ

．錐・全慇（大すき）。 『天工開物』磨紀（ならしぐわ）。

4 農具等名称に関する問題

ライシ

(1) 未紹
ライシ ライ

農耕用器具の名称として史料上先行するのは来認であろうか。中国の甲骨文字にみる未という
(22) 

文字の原形は、木を揉めて作った三また棒や、 二また棒に足で踏む横木を付けた「市・丙」形の
(2翌

耕具を表わしている。また呂の原形としては「し」形の曲棒で示されている。 『周易』「繋辞伝下」

に、

「神農氏作。翫木為紹、揉木為来、未紀之利、以教天下……。」
(1) 

とあるといはれ、また 『淮南子』「氾論訓」には

「古者炎1J認而耕、磨蜃而束辱、木鉤而樵、抱繹而汲、民労而利薄。後世為之 未認楼鉗、

斧村而樵、桔皐而汲、民逸而利多焉」

がみえる。これはその器形から初期の耕作具とする未・束片などの製法の一面と、その効用を示
(1) 

すものである。加えて 『淮南子』は、木器に替わる利器すなわち鉄の刃を付けたスキや、クワな

どの出現も明らかにしている。

甲骨文字によると、未超の字句は、本来個別の語意を有していたことが明らかである。しかし
(2) 

『説文解字』の殴註に「認、未下乗T也。未、紹上句木なり。」とみられることなどから、未は文キ

の柄の部分を表現する名称となり、中呂は認に変化をして、スキの先端に付けた鉄の刃の部分に対

する名称となった。 一体化した未認は、その使用形態から手唐鋤・踏唐鋤となどとも称されてい
llll スキ スキ カラスキ (18) からすき

る。 『伊呂波字類抄』は、采・認・来総に註し、 『倭漢三才図会』には、未認惰名嘉贋：員支。の註があ
ィゥ (ll) (18) 

る。なお文中における籟は、 『伊呂波字類抄』の優盆認．ス。及び、 『倭漢三才図会』の云うf憂尉百

昇：知利。がそれである。

カラスキ カラスキ

(2) 未紹から黎ヘ

手耕具の未認に対する黎は牛耕に関

係の深い文字である。中国における牛

耕の起こりは、遠く東周の時代にまで

遡るようだ。戦国、漢の時代（図ー1)

にはかなりの普及も進んでいたよう

だ。
• • レイ

大型で、鋭利な刃を付けたスキを剪
リ

と云い、それを引く牛を岱と称すると
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(2) (2) 

云われている。『玉篇』は「岱 ・耕具也。」と註する。『音義』の「岱梨力牛反。」と合わせて、牛耕
(2) 

に起因した名称が判然とする。さらに『正韻』に「岱亦作梨。」とあり、梨は黎の異体字であると解

いている。
(8) 

日本における岱・梨の文字使用の状況は勿論これに準じている。『新撰字鏡』には、黎加良須岐牛。
(IOJ..  (11) 
『倭名類緊抄』は、梨加良須岐。『伊呂波字類抄』では、宗ヵラスキ ・梨ウシクワと載せている。黎加良

須岐牛は異例であるが、牛 ・馬耕の日本普及の事実を示す文字でもあろう。

(3) 碕と蔽と ．鍼と械

中国における磁と絨の名称は、日本のそれとは正反対である。その相違する両者の名称すなわ

ち鍼と蔽は現在の呼称でもあるが、この誤称の原因は、伝来時点においてすでに誤っていたもの

か、或は文字到来後の普及時において誤りを生じたなどの二点が考えられている。本項において

は、原初とする鋤と鍬の文字を探り、その追究によって、相互誤称の経過を辿ることとする。

（イ） 鋤について
(2) クワハ (2) 

『説文解字』によると「鋤立碍研用也」とある。また「護大鋤也」とも註している。一方『繹
ハ クサキルニル

文』には「鋤本又作鉗」と註し、渭 ・鉗は鋤と同義の字意として解いている。これにより鋤は、

地を研る器具の名称であることが判るし、その用途からみると、現在称するところの鍬であるこ

とに間違いあるまい。

（口） 燐 ・鍬について
(2) 

覧は鍬とも書くが、これは『集韻』にみる「埜亦書作鍬」の註釈によるまでもあるまい。簗の文
(2) サフ

字については『玉篇』に「田也』と註することで、『説文解字』の云う「桔詳里切記也」に通ずるが、
(2) 

『繹文』に「師挿也、挿地起土也。錐刹也、刹地為坑也」とみえる。これは前出鋤の項の除草具鋤
レニレヲ クワ9 、̀

に対して、埜（現在の鋤）の用途は、墾田にあることを示すものであろう。

以上の内容を中心にして、蔽と鍼ょり、繭ヵ屯ら蔽への名称の変遷を表ー1により求めるとつぎ

のようになる。

（ハ） 鋤と鍬の名称の移り替り
シヨ ショショ （サヒ）クワ クワ クワクワ クワ クワ クワ クワ

鉗（1)-鋤 ・鉗（2)-鋤 ・全蔓（4ド穫（8）一駿 ・鍬→9}-埜（l餅鋤（24)埜 (ll}-鍬（l

鋤い三＜さとり
サウ サ7 スキ スキ スキスキ スキスキ スキ スキ スキ スキ スキ

括（l)-----面（2) 鍬（4)-----鋤（8)-鋤 ・鉗(9)組・鋤(10)-§且(24)鋤（ll)―鋤（14}-鍬（18)………鋤。
• • クワ

まず、現代におけるクワとする文字すなわち正字の鋤の意を持つ§懸（8）で中断し、埜・鋤となり 、

(24)でまた籐となる。これに対して文iを表わす蔽の文字は、同(8)の所載では韮 ．誠に変化をして

いる。しかし籐 ．絨の両者の変転は『新撰字鏡』よりさらに遡るものと考えられる。
(4) 

『日本書記』には、絨 ・9慇などの文字が使用されているが、仁徳天皇30年の条による、許仄疲
コグワ

を木鍬と註してある。さらに、鉄製を表現する方法として、砿 ．籍などと用いられており 、かな
(8) 

り混沌とした使用状況を呈し、実状の把握は困難であるが、平安初期の『新撰字鏡』以降は、こ
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クワ

の相互呼称名が入れ替って定着したことは事実である。 (24)の鋤は実用呼称とは考え難い。
(17) 

『倭語類解』が編纂され、多くの農具名も記載されてい降って17~18世紀の朝鮮半島ちおいて

る。それによる繭は「鋤主上巳行三＜さとり」と音釈されていることは注目に値しよう。この「くさ
(2) 

とり」は云うまでもなく、『説文解字』にみる「鋤立噂祈用也」に当るものである。
ハ クサキルニル

代以降の紬に対する名称及びその器形からは、「くさとり」とする解釈は当を得なように考え られ
(17) 

るが、『倭語類解』の云う「鋤一くさとり」は、朝鮮半島に持ち込まれた日本鍬（第 3図）を対象

しかし平安時

とする呼称であって、云いかえれば、原典の名称へ戻った上での解釈により付されたものであろ

うと考えられる。

17~18世紀にあって、鋤 ．蔽の名称を原典の飯 ．誠に復そうとする傾向は、実は、当時わが国
(18) 

の学者等の間においておこなわれていたのである。『倭漢三才図会』には「碕悶9夏：。」 ・「蔽ご魯斎
悶。」などと記載している。これによると当時は「綺久波」 ・「鼠須木」の呼称が用いられていたよう

に感じるが、 これは

鋤 ．鍬の呼称名を原典

に復するための一動向

であって、 その波及的

前項 『倭
． 

にみる鋤一＜

な表われが、
07) 

語類解』
．．． 
さとりなのである。第

3図は日韓の鍬と鋤の

形態の比較を行ったも

のである。

日本の鍬

（註18は鋤）
日本の鋤

怠 韓国のクエンイ（鍬）

(23) 

「韓国の在来農具」

による鍼 ．蔽の器形は、第3図にみるように、

第3図

三 2 

（掘棒）

(18) (23) 

日・韓の農具

わが国における繭 ・蔽と同類形であるが、

向が古代以来の継続であれば、わが国の呼称法と共通することになり、籐ヵ＞ら鋤へ、

この傾

その転訛の

原因も探り得られるであろう。

(4) 梯加介波志と梯子の違い

江戸川柳に、「梯子売り抜身と聞いて屋根へ逃げ、柳多留」という句がある。 この梯子は、古来

「梯波志・加介波志」を名義とされてきたが、近世になって梯子と呼ばれるようになり 、やがて正式

な名義として定着した。これを表現するための文字としては、梯字・裕gゴ・涌tゴ・千三学などの字句
．．． 

が散見できる。はしからはしごへの名称変化は表ー1によると、

梯木階也（2)----栂（4)----梯波志（8)----梯加介波之(10)----ヵ稔‘シ(11)----ヵ籍ン(14)----カ籍ン(17)----謡閲配噂塁喜(18)----

ヵ謡(20)----'紺(21)………梯子（現代）。
ao) 

となる経緯がみられる。 『倭名類緊抄』巻十・「道路具」の項に
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「橋嘉麿波志水上横木所以渡也・・・。」

「梯 ・ 郭知玄云梯嘉繋閲魯木楷所以登高也、唐韻云桟晶霜―同〗板木構険為道也。」
を記歓するが、この註により籍ゃ愴ウの形態とその用途別は明らかである。
••• • •• (18) 
ハシ ・カケハシと称されてきた梯は、『倭漢三才図会』には、「今云波志古」とみえ、 18世紀初

頭以前にはハシゴの俗称が付されていたようであるが、正式名称として採用されたのは、さらに
ハシゴ コ ハシコ

遅れることは間違いない。なお梯子の「子」の意は梯の子、すなわち現在様の梯子の横木（くま
ハシ ハシゴ

木とも称される）の名称である。したがって横木を用いない一本桟形式の古代梯を梯子と称する

ことは妥当とは思えない。故に、古代史上の用語としては、「加介波志・波志（梯子）。」のように

表記するよう希うのは、筆者一人のみではあるまい。

(5) 砧とオ壽衣杵について
キヌタ キヌタ

砧 ・石甚は衣板の略称である。すなわち布加工途次の用具で、石や木の台及び、それを打つ動作

などを総称する意味もある。揖衣杵は、それら打つ槌の呼称である。したがって、槌や、横杵を

以って砧と称することはまた問題も生じてくる。表ー1による両者の用途は、

籍 ．悼(2}-i甚 ・砧加奈支支之石（8}-砧(9圧砧 ・石甚．i延岐沼以太(1餅一砧闊虐門計閾か13)・・・・・・。

揚作手椎（2}-揖衣杵和名都知(1餅一槌きぬたたき (17}-オ壽衣杵贔腎之都よ鷹(18)• … ••。

となる。砧は上記にみる砧言塁悶；之石。にみられる石製もしくは、板製の台類をさしている。
UO) ・ (2) 

一方、オ喜衣杵であるが、『倭名類緊紗』にみえる和名都知は、『説文解字』の云う手椎と全く同
(11) (2) キヌタ

義語である。また『倭語類解』は、「槌ーきぬたたき」と註する。さらに『證雑記』は「砧杵は衣

を槌っ具。」としている。したがって杵や槌を以って砧と命名することには大きな疑問も存在しよ
(18) ••• イシコロ

ぅ。なお『倭漢三才図会』に戟る「砧俗云之古呂」の、之古呂は以之古呂の誤りであろう。石の和

名は「以之」である。石以之古呂を槌の代用とする実状は、古代も現代も変りない。

韓国のトリゲェ
／ ／デ
韓国のコムレェ（連枷）

下＼ （えぶり）

ぃ ふ5ゞ 韓国のサプ

日本の踏み臼 日本の馬杷 韓国の馬杷 （スコップ）
日本の連枷

(18) (23) 

第 4図 日 ・韓の農具
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(6) おわりに

以上により、本稿の主旨とする農具類等名義の発生と、その形成過程の重要性から、名称記載

に当っては文献による慎重な時代考証を希う真意は云い得たものと考えている。しかし本稿の内

容には不十分な点も多く、今後は本稿末掲載の史料も含めて、さらに考察を深めたいと考えてい

る。

終りになったが、本稿を草するに当っては、群馬県立図書館、大江正行氏、佐藤明人氏、群馬

韓国教育院長林姻世先生、細井敏子さん、岩淵フミ子さん方にによる助言と協力を頂いた。また

韓国史料については、釜山市立産業大学博物館及び、釜山市の姜泰植氏の協力に依るところが大

であった。

記して謝意を表したい。
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写真1

写真2

写真3 ジェンギ（型）

ふ

カレエ（鋤）

鉄刃装着

韓国・朝鮮時代

,̀ 0 豆：ーア

タヒ°ー（手唐鋤）韓国・朝鮮時代

鉄刃の装着状態を背面より見る

写真4

韓国・現代

タテーミトル（砧）

韓国・朝鮮時代
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